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1日目 : 高雄市教育委員会



高雄市の概要

・人口 ：273万人 （茨城県 286万人）

・面積 ：2,952㎢ （神奈川県 2,416㎢）

・人口密度 ：約926人/㎢

・学校数 ：小学校 247校

中学校 104校

高校 53校

・児童生徒 ：小学校 134千人

中学校 60千人

高校 63千人

台北松山空港から高雄市まで

高雄市中心部

高雄市教育委員会外観



教育予算の割合

市全体予算の約35％を教育発展の為に使用



教育目標

・国際化 ：学びの視野の多面化

・領域横断：学習資源の多角化

・共栄 ：学習形態の多様化

・持続性 ：学習環境の向上



方針と具体的施策（国際化）

教育目標 施政方針 具体的施策

国際化

個性に応じた楽しい学び
多言語学習の推進

・バイリンガルクラブ活動の拡大
→市全体で1000を超えるクラブを設置、AIロボットやサマーキャン
プなどの様々な取り組みを行い、学習に楽しさを見出す
・地元のバイリンガル教師の養成
→毎年200名の地元教員を対象に訓練を実施

世界に目を向けた人材育成 ・姉妹校の締結、各国との交流活動の実施
→2024年現在、82校と姉妹校締結
・バイリンガル教育の授業モデル開発
→外国人講師212名を誘致し、FIFAワールドカップと組み合わせ
た授業モデルなどを開発し展開



教育目標 施政方針 具体的施策

領域横断

専門を強化して個性を伸ばす
基礎力の充実

・半導体、デジタル早期履修プログラムの実施
→プログラミング教育スクラッチ(小)、Python(中)、C++(高)
・校長と教育センターの連携による教育専門能力の向上
→38校のリーダー学校を設け、その下に3学校をつけて支援してい
く体制を整備

オンライン学習の推進
情報リテラシーの向上

・情報関連ハード、ソフト設備を充実
→外部委託事業者が役所に常駐し、72時間以内にレスポンスす
る体制を整備
・地方学校へのデジタル学習リソースの普及
→過疎地域は1人1台、中心部は6人1台の整備が完了

方針と具体的施策（領域横断）



教育目標 施政方針 具体的施策

共栄

人間性への配慮
正義と公平

・低所得世帯の子供の食事を支援
→提携商店でICカードを利用し、弁当等と引き換えられる制度を
導入(紙の補助券と違い、電子マネーを利用することで他人に補助
を受けていることを知られない配慮)
・校内のいじめ防止、処理プロセスの強化

学びの多様化
個性の伸張

・個性に応じた指導と自己理解を助けるツールの導入
→積極的なeラーニング推進、個別学習状況を教師側でも確認
・技術、芸術コースを開設し、美的教育を推進

方針と具体的施策（共栄）



教育目標 施政方針 具体的施策

持続性

校内の環境改善
現地状況に応じた安全な環境構築

・太陽光発電システムの設置、グリーン電力の利用で低炭素のス
マートスクールを建設
・学校防災教育の徹底、人に優しい通学路の建設

社会教育を進め家族を幸せにする ・多様な学習チャネルの提供
→ARやVRを利用した過疎地域に対する授業展開
・交通安全教育を推進し、国民の交通マナーを向上
・ボランティアサービスの推進、社会奉仕に関する学習

方針と具体的施策（持続性）
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